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総務文教厚生常任委員会調査報告書 

 

                   委員長  工藤範子 

                   副委員長 奥山康宏 

                   委員   五十嵐啓一、小野一晴、渡部伊君子 

                        阿部利勝、石川武利 

 

1 調査事件 

   清河八郎大河ドラマ誘致について 

 

2 調査目的 

   本町では、平成 30 年に庄内町「清河八郎」大河ドラマ誘致協議会を設立し、誘致活

動を行っている。この協議会と連携し、誘致を実現することで、清河八郎の人物像を

広く伝えるとともに、観光振興を地域の活性化につなげ、町に経済効果をもたらすた

めに調査することとした。 

 

3 調査経過 

   令和 6年 6 月 5 日 (会期中)  

   令和 6年 6 月 11 日 社会教育課より聞き取り 

   令和 6年 7 月 2 日 「清河八郎」大河ドラマ誘致協議会との意見交換会 

   令和 6年 7 月 11 日 

   令和 6年 7 月 19 日 

   令和 6年 7 月 24 日 

   令和 6年 8 月 7 日 

令和 6年 8 月 20 日 

令和 6年 9 月 4 日 （会期中） 

令和 6年 9 月 12 日 （会期中） 

   令和 6年 9 月 25 日 

   令和 6年 10 月 8 日 視察調査 兵庫県姫路市 

10 月 9 日      東京都日野市 

   令和 6年 10 月 21 日 

   令和 6年 10 月 28 日 

   令和 6年 11 月 11 日 

   令和 6年 11 月 14 日 

   令和 6年 11 月 19 日 

   令和 6年 12 月 4 日 （会期中） 

   令和 7年 1 月 10 日 視察調査 山形県米沢市 

   令和 7年 1 月 22 日 

   令和 7年 1 月 30 日 

   令和 7年 2 月 6 日 
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   令和 7年 2 月 25 日 

   令和 7年 3 月 5 日 （会期中） 

   令和 7年 3 月 25 日 現地聞き取り調査 清河八郎記念館 

   令和 7年 4 月 2 日  

   令和 7年 4 月 21 日 視察調査 NHK 山形放送局 

   令和 7年 4 月 30 日  

   令和 7年 5 月 7 日  

   令和 7年 5 月 20 日  

 

4 調査状況 

  ［現 況］ 

(1) 清河八郎の人物像 

  ア 誕生と齋藤家 

幕末の尊皇攘夷派草莽
そうもう

＊の志士、清河八郎（1830～63 年）は、天保元年 10 月 10

日、庄内藩（山形県）領出羽国田川郡清川村（現庄内町）の郷士、齋藤治兵衛と亀代

の長男として生まれた。齋藤家は、庄内一の醸造石数を誇る酒屋であった。父・齋藤

治兵衛豪
ひで

寿
ひと

は清川村の素封家、母・亀代は鶴岡三井家の第三子、兄弟は弟に熊次郎、

熊三郎、妹に辰代、家の 5人兄弟である。 

八郎の幼名は元司、名は正明。清河塾開塾の際、その名を清河八郎と号した。故郷

清川を流れる最上川を大河の意味の『河』に変えて「清河」とし、故郷を立て称した

と伝えられている。 

＊草莽 「名もない（転じて名誉や利益を求めない）人々の集まり」という意 

イ 幼少・青年期時代 

天保 4 年（1833 年）元司（八郎）4 歳のとき、世に言う「天保の大飢饉」が起こ

り、清川村も大凶作の年だったが、庄内藩の年貢米取立ては厳しく、村人は生活困

窮に陥っていた。そんな中、清川村の若者 16 人が齋藤家の蔵に押し入り、藩からの

預かり米を盗むという事件が起こる。その時、蔵の酒造用大釜の陰に隠れて一部始

終を見ていた元司（八郎）が家の人にそのことを話したことで、押し入った 16 人全

員が藩に捕縛される。父・治兵衛は藩に対し助命嘆願を行うが、願いかなわず 15 人

が斬首、一人が追放となる。村人は村の窮地を救おうとした 16 人の若者を悼み、元

司（八郎）を非難する声もあったが、一方で 4 歳の元司（八郎）の明敏さと胆力に

驚いたという。 

天保 8 年（1837 年）元司（八郎）7 歳のとき、父・治兵衛より孝経の素読を受け

はじめ、10歳になると、鶴岡の伊達鴨蔵から学問を、清水郡治に書を学ぶ。しかし、

元司（八郎）はワンパクで悪戯好きな悪童だったため塾を追われてしまう。天保 14

年（1843 年）14 歳のとき、清川関所役人だった畑田安右衛門に師事し、論語・孟子・

易経・詩経を学ぶ。弘化 3年（1846 年）17 歳となった元司（八郎）は、酒田の伊藤

弥藤治に剣の手ほどきを受け始める。同年 5 月、東北巡遊中だった藤本鉄石（当時

30 歳：後の天誅組総裁）が齋藤家を訪ね清川に滞在する。鉄石との出会いは、17 歳

となった元司（八郎）に江戸遊学の志に火をつけた。 
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弘化 4年（1847 年）18 歳で江戸に出て、江戸古学派の東條一堂に師事し経学を学

び、東条一堂塾の三傑に数えられた。嘉永 4年（1851 年）に、昌平坂学問所を志し

当時最高学府の安積艮
あさかごん

斎
さい

塾に移る。そこで推薦を受け、安政元年（1854 年）3 月、

晴れて昌平坂学問所に入学する。しかし「昔から聖堂より大豪傑が出たことはあり

ません。田舎では公儀の聖堂といえば大変なものと思っているでしょうけど、実際

は取るに足らないところです。」とこれに失望し、この年、弱冠 25 歳を以って江戸

神田三河町に『清河塾』を開いた。この時、名前を「清河八郎」に改めている。 

剣は、嘉永 4 年（1851 年）2 月に千葉周作の北辰一刀流玄武館に入門し、翌年に

初目録、安政 5年（1858 年）に中目録の内示を受け、万延元年（1860 年）に北辰一

刀流兵法免許を得る。 

  ウ 諸国漫遊と西遊草 

八郎の旅好きは有名だが、それ以上に八郎の学問への意欲は目を見張るものがあ

った。 

嘉永元年（1848 年）19 歳のとき、叔父の弥兵衛一行と大阪、広島、岩国、四国、

京をめぐる約 4 箇月の漫遊をした後、3 年間の許可を得て上洛し梁川星厳に師事す

る。しかしそれも物足りず、ついに九州を目指し、有名な文人学者を訪ねながら 2 箇

月あまりの旅となる。その後江戸に戻り、東条塾から安積艮斎塾に移る。 

安政 2年（1855 年）には、母・亀代を連れて北信、伊勢をめぐる母孝行の旅に出

る。その時の旅日記が紀行文「西遊草」である。 

エ 虎
こ

尾
び

の会（尊皇攘夷の志） 

八郎が志士としての活動を開始するのは、万延元年（1860 年）時の大老・井伊直

弼が暗殺された桜田門外の変後のことである。桜田門外の変の 1箇月前、八郎は『虎

尾の会』を結成しており、虎尾には「国を守るためなら虎の尾を踏む危険も恐れな

い」という意味がこめられていた。メンバーは直参旗本の山岡鉄太郎（鉄舟）、松岡

万、薩摩藩士・伊牟田尚平、益満休之助をはじめ 15 人。目的は尊皇攘夷（外国人を

日本から追い払い、天皇を中心に日本をひとつにまとめて事に当たる）というもの

だった。 

同年 12 月虎尾の会の伊牟田尚平・樋渡八兵衛らが、米国ハリスの通訳ヒュースケ

ンを暗殺し、八郎の清河塾は幕府に監視されることになる。翌文久元年（1861 年）

幕府の罠にはまり、幕府の手先を無礼斬りしてしまう。このことで八郎は追われる

身となり、虎尾の会同志・妻お蓮・弟熊三郎らが連坐して投獄されてしまい、虎尾の

会は分散し八郎の逃亡生活が始まる。仙台に潜居中「密かに封事を天皇に奉り、薩

摩藩の同士を集い、勤皇のもとに挙兵する」という策を押し立てる。 

オ 九州遊説・寺田屋の変 

文久元年（1861 年）八郎は同士伊牟田尚平と安積五郎とともに上洛し、田中河内
かわちの

介
すけ

を介し、当時全国の志士に募り動かそうと九州遊説につき、今後の方略を会談し

ている。 

文久 2年（1862 年）薩摩藩主・島津久光の上洛が倒幕の狼煙であるという号令の

もと、全国各地の尊皇攘夷派志士に呼びかけ、京都で挙兵しようと画策した。しか
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し島津久光の本心は倒幕ではなく公武合体（朝廷と幕府が協力して政治を行おうと

した構想）であったため、意見の対立した薩摩藩士同士が斬り合うこととなった。

世に言う「寺田屋の変」で、その画策は挫折してしまう。その後再三勅使が江戸に下

り、将軍家茂の上洛と公武一和（幕末の江戸幕府が朝廷と手を組んで協力体制を作

り、幕府の勢いを回復させるために推進した政策方針）の義が進展した。 

カ 急務三策・回天
かいてん

＊1の浪士組結成 

同年 11 月、江戸に戻った八郎は、幕府政事総裁・松平春嶽に『急務三策』という

建白書を提出する。これは①攘夷を断行する、②浪士組参加者は今まで犯した罪を

免除される（大赦）、③文武に秀でたものを重用する、という内容のものだった。幕

府は、八郎の建白書に飛びつき、将軍上洛の護衛として『浪士組』編成が許可され

る。また、これにより、獄中の志士・同志たちの大赦が出され、八郎自身も自由の身

となる。しかし、妻お蓮はすでに獄死していた。 

翌年文久 3年（1863 年）山岡鉄太郎らを通じ幕府に建言した『浪士組』の編成が

成り、将軍警衛の黒幕として上洛した。浪士組一向が 2月 23 日、京都の壬生村へ入

ると、八郎は浪士組を新徳寺の本堂へ集め「われらは幕府の募集に応じたが、本分

は尊皇攘夷にある。幕府とはなんらかかわりがない。天皇のため、日本のために立

ち上がるのだ！われらの真の目的は朝廷を擁立し、外国勢力を打ち払うことである。

尊皇攘夷の 魁
さきがけ

となるが本分なり！」と尊皇攘夷論を演説した。 

突然の話に浪士たちは困惑した。幕府を離れ、直接朝廷の命令をもらおうという

のである。驚いた浪士たちが何も言えないでいると、八郎はあらかじめ用意してお

いた血判状に各人の血判を集め（虎尾の会同志・池田徳太郎だけ署名しなかった）、

翌日、京都御所の学習院へ提出、受理され、浪士組宛てに同年 2月 23 日に勅諚（天

皇のお言葉）を賜る。身分の低い浪士が天皇から勅諚をもらうなど前代未聞の出来

事である。 

この時、江戸では幕府の外国奉行が生麦事件＊2 の代償についてイギリスからの強

硬な談判を持て余し判断に窮しており、外国奉行は上洛中の将軍の決裁を求め、二

条城に駆け込んだ。これを聞いた八郎は、朝廷に 2 回目の破約攘夷（天皇の許しを

得ずに結んだ日米修好通商条約の取り消し）を約束する建白書を上奏。そして八郎

は、関東へ戻る旨を浪士組全員に報告するための集会を企画し呼び出した。 

八郎は「この度、生麦事件で英国は強硬な談判をはじめ、次第によっては軍艦を

差し向けるとまで脅迫いたしている。我等もとより異人を払う急先鋒にと存ずるに

より、まず横浜に参って鎖国の実をあげ、攘夷の先駆けをいたさん所存である」と

言うと、芹沢鴨はもってのほかという顔をしてキッパリと断った。八郎は、怒り心

頭で「お勝手に召されい！」と畳を蹴って席を立った。このとき清河に反対した芹

沢鴨、近藤勇、土方歳三等の 13 人が後に新選組となる。（最終的に、斎藤一などの

浪士組以外の浪士も含め、京都残留浪士は 24 人となる。） 

＊1 回天 

国勢を挽回する。時勢を一変するの意。ここでは文久 3年 2月 23 日に勅諚

を賜ったことを指す。 

＊2 生麦事件 
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文久 2 年 8 月 21 日（1862 年）に、武蔵国橘樹郡生麦村（現在の神奈川県 

横浜市鶴見区生麦）付近で、薩摩藩主島津茂久の父・島津久光の行列に遭遇し

た騎馬のイギリス人たちを供回りの藩士たちが殺傷（1人死亡、2人重傷）し

た事件 

キ 清河八郎の最期 

天皇に上表文を提出し勅諚を賜るという奇想天外な事を成し遂げた一介の浪士を

幕府が黙っているはずが無かった。しかし、既に「浪士組は、攘夷戦争に備えて東帰

せよ」との関白鷹司輔熙
たかつかさすけひろ

からの勅諚が出てしまっているため、破約攘夷（生麦償金

拒絶による開戦）を約束する羽目になった幕府は、3月 13 日、いったん浪士組を江

戸に戻すことになる。しかし、幕府は、朝廷に破約攘夷を約束するはめになったも

のの、浪士組東帰後も、江戸の幕閣は破約攘夷実行の気配を見せず、八郎は単独で

の攘夷（横浜居留区襲撃）を画策する。八郎ら一行が上洛した後も浪士たちが続々

と参集し、何百人という浪士が八郎の手先として働く恐れがあり、そのため八郎は

幕府にとって最も危険な人物の一人になってしまった。 

文久 3 年（1863 年）4 月 13 日、回天から約 2 箇月後、八郎は志半ばで幕府の刺

客、佐々木只三郎らに暗殺される。享年 34 歳（32 歳）であった。 

慶應 2年（1866 年）に、東京文京区小石川の伝通院に墓が建てられ（お蓮の墓は

隣）、明治 2年に弟・熊三郎が髑髏
ど く ろ

を清川に持ち帰り歓喜寺に改葬した。その際、妻・

お蓮の墓も並んで手厚く葬られている。 

明治 41 年（1908 年）、特旨により正四位を贈位された。 

なお、彼の暗殺後に江戸で再編成された江戸浪士組が新徴組、京都に残った壬生

浪士組が新選組である。 

ク 評価 

明治維新は主として薩摩・長州・土佐など関西雄藩の志士によって推進されたも

のであるが、清河八郎はこれら雄藩の志士に伍して、常に主導的に風雲を起こした

活躍は、明治維新史上特筆すべきものである。「近世日本国民史（初版大正 7年～昭

和 37 年）」の著者徳富
とくとみ

蘇峰
そ ほ う

は、清河八郎をもって「維新回天偉業の魁」と称してい

る。 

なお、小説で描いた作家の評価は次のとおりである。 

・「八郎は草莽の志士だった。草莽なるがゆえに、その行動は屈折し、多くの誤解

を残しながら、維新前期を流星のように走り抜けて去ったように思われる。」（藤

沢周平著「回天の門」のあとがきより。昭和 54 年刊） 

・「幕末の史劇は、清河八郎が幕を開け、坂本竜馬が幕を閉じたと言われている。」

（司馬遼太郎の「竜馬がゆく」より。夕刊に 1962 年 6 月 21 日から 1966 年 5 月

19 日まで連載）等が有名である。 

※出典元：主に清河八郎ホームページ「回天の魁士清河八郎」より引用・要約。

https://hachiro.navishonai.jp/index.html 

（参考文献）『新釈 清河八郎伝』加藤淳著 清河八郎顕彰会 

  『明治維新に火をつけた男 清河八郎』成沢米三著（記念館初代館長）  

『回天の門』藤沢周平著   
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『竜馬がゆく』司馬遼太郎著 

ケ 見直される清河八郎 

(ｱ) 体制側によってつくられた「無礼斬り殺人犯」 

1862 年、八郎は町人「無礼斬り殺人犯」として、幕府から指名手配された。し

かし、平成 22 年、千代田区教育委員会発刊「原胤昭旧蔵報告書」によると、前日、

江戸町奉行石谷因幡守が尊攘派一斉逮捕を命じていた。町方の周到な準備のもと

に実行されたが、八郎は一刀を振り下ろし危機を回避した。面目を失った幕府は

「酒乱で無礼討ちの狂暴犯」として追跡したことが明かとなった。 

(ｲ) 自由な発想で道を切り開く先覚者 

司馬遼太郎は八郎を「維新の先覚者であり、山師であるが、百才あって一誠がな

かった」と評している。幕末期、内在していた尊王攘夷のエネルギーに火をつけて

回った行動力。天皇・幕府・雄藩諸大名・一流の尊攘志士と関わりながら、攘夷の

方策を打ち出す企画能力・発想力は右に出る者がいなかった。これは、吉田松陰、

高杉晋作、西郷隆盛、木戸孝允、坂本龍馬、山岡鉄舟などの志士達と違い、束縛さ

れない自由が生み出したように思える。しかし、当時の幕藩体制ではなかなか難

しいことであった。そのため、八郎は色々な誤解や噂に苦労しながらオールジャ

パンで社会を一変させるため、命がけで力を尽くした。跡とり息子としての責任

に苦悩しながら、志をとげようとした姿に心が揺さぶられる。最後は自分への評

価は後世に託すとした生き方には、一片の曇りのない潔さを覚える。司馬のいう

「百才あって一誠がなかった」とする評価は当を得たものかどうか、今後に期し

たい｡ 

※出典元：公益財団法人清河八郎記念館 

(2) 誘致に向けた効果的なプレゼンや要望書について(成功自治体の実例) 

ア 大河ドラマの制作方針 

    大河ドラマは、日本の歴史上の人物をテーマにしており、その舞台となる地域が

視聴者の関心を引き寄せている。放送期間中、または放送終了後、主人公の関連す

る地域では大河ドラマの余波により、地域への観光客の集客効果や経済波及効果が

期待される。従来からの地域の観光資源が利用されるだけでなく、人工的に集客の

拠点がつくられツーリズムが演出される。また、大河ドラマの誘致活動を通じて、

町民やその地域でふるさとの歴史を学び、地域の再認識をすることで、郷土への誇

りと愛着の醸成に繋がり、新たな活力がもたらされている。大河ドラマは、地域活

性化や観光振興に大きな影響を与えており、大河ドラマの影響は短期的であるが、

地域への経済効果も大きく期待される。 

    大河ドラマの主人公に関しても、いわゆる歴史上の勝者や表舞台で脚光を浴びて

きた人物だけでなく、脇役とされた地方の有力な人物やその人物を支えてきた女性

たちなども候補としてあげられるようになってきている。 

イ 誘致に成功した自治体の成功例 

(ｱ)天地人 

    a 主人公 直江兼続 

    b 決定までの経緯 
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      1996 年 「NHK 大河ドラマに直江兼続を取り上げてもらう会」を新潟六日町

で設立 

      1997 年 「直江兼続公を NHK 大河ドラマに推進する会」を米沢市で設立 

          NHK 山形放送局を訪問し要望書を提出 

      1999 年 NHK 新潟放送局へ要望書を提出 

         「直江兼続公を NHK 大河ドラマに推進する会」を与坂町で設立 

      2000 年 NHK 本部に陳情 

      2001 年 米沢、六日町、与坂町共同制作の冊子「直江兼続」を全戸配布 

      2002 年 「直江兼続公を NHK 大河ドラマに推進する会」を上越市で設立 

      2003 年 地方紙 13 紙で火坂雅志「天地人」の連載を順次開始 

      2004 年 「直江兼続公を NHK 大河ドラマに推進する会」を会津若松市で設立 

      2006 年 推進する会を発展的解消し「3 県共同 NHK 大河ドラマ誘致委員会」

とする   

      2007 年 大河ドラマ（天地人）2009 年から放映決定 

    c 決定に至るまでの特徴 

     ・当初、地域住民の反応は、直江兼続の知名度の低さから芳しくなかった。小

学生向けの副読本「六日町が生んだ二人の英雄」を配布するなどして、地域

住民向けの広報に力を入れた。 

     ・「推進する会」は民間有志中心のグループであったが、新潟・山形両県知事に

名誉顧問を委嘱し、参与に関係市町の首長・議会議長、県議会議員とするこ

とで、緩やかな官民の協力体制が築かれた。その後、福島県も加わり、3県に

よる活動に拡大した。 

     ・郷土出身の作家火坂雅志氏により、直江兼続に関しての時代小説を原作執筆

していただき、信濃毎日新聞を皮切りに地方紙 13 紙への連載が開始された。 

(ｲ) 軍師官兵衛 

    a 主人公 黒田官兵衛 

    b 決定までの経緯 

      2007 年  姫路市長により黒田官兵衛を主人公にした大河ドラマ実現を 

 提唱 

      2008 年  黒田官兵衛ゆかりの 5市町によるサミットが開催される 

             NHK 大河ドラマ「黒田官兵衛」を誘致する会 10 市町 29 団体 

で設立 

      2009 年 1 月 NHK 放送センターにおいて要望書を手渡す 

         8 月 「姫路お城まつり」で甲冑武者姿のパレードを演出 

         10 月 マスコットキャラクター「あ!官兵衛（あっかんべー）」の着 

ぐるみを披露する 

      2010 年 1 月 NHK 放送センターにおいて要望書を姫路市長など提出 

         7 月 戦国武将官兵衛の魅力を探るシンポジウムを姫路市にて開催 

      2012 年 1 月 NHK 放送センターにおいて要望書を手渡す 

         10 月 大河ドラマ（軍師官兵衛）2014 年から放映決定する 
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      2014 年 1 月NHK 大河ドラマが放映された 

c 決定に至るまでの特徴 

     ・黒田官兵衛の大河ドラマに至る決定について、誘致する会設立から放送決定

まで 4年ほどで実現している。 

     ・姫路市長が初手をとり、官民の連携、ゆかりの地との誘致活動の緩やかな連

携を図りながら、甲冑武者姿でのパレードやマスコットキャラクターの作成

などでまちぐるみの運動が展開され、誘致活動は続けられた。 

     ・頻繁に NHK 放送センターへ訪問し、要望書を手渡している。 

※出典元：「大河ドラマの誘致」 北村純著 

  ウ 庄内町「清河八郎」大河ドラマ誘致協議会について 

    庄内町「清河八郎」大河ドラマ誘致協議会は平成 30 年に結成され、協議会会則第

2条には、真の清河八郎の人間像を広く伝えるとともに交流人口の拡大を図るため、

清河八郎を主人公とした大河ドラマを誘致する気運を醸成するために必要な事業を

行うことを目的としている。なお、この活動は清河八郎生誕 200 年の令和 12 年（2030

年）を目途に誘致実現を目指している。 

(ｱ) 会員状況と年の会費（令和 5年度決算） 

    a 団体会員 15 団体で、年会費は一口 1万円からとしている。 

    b 個人会員 41 人で、年会費は一口 1000 円からとしている。 

c 決算内容 

収入に関しては、会費 25 万円（内訳、団体会員より 19万 3000 円、個人会員

より 5 万 7000 円）と町からの補助金 20 万円、前年度からの繰入金 10 万 4450

円、物品売上 4万 3135 円となっている。 

      支出については、普及啓発で58万4159円と会場使用料840円とされている。 

(ｲ) 主な取り組み 

    a 京都府福知山市の視察研修 

「麒麟がくる」の誘致活動で成功したと言われている、京都府福知山市を視

察研修している。その際、地元（庄内町）での研修会として、成功事例としての

講師派遣依頼を行っている。 

    b 明治維新 150 年記念事業フォーラム 

平成 30 年 11 月 10、11 日には、明治維新 150 年記念事業フォーラムとして

「清河八郎はどんな人」という題名で行っている。記念講演、パネルディスカッ

ションで計 420 人の参加となっている。 

    c ロゴマークとグッズ製作や販売 

グッズ製作販売（扇子 51 本、クリアファイル 505 個、手ぬぐい 251 本、タグ

2,000 枚、手提げ袋 200 個）の委託販売として清河八郎記念館、清川歴史公園川

口番所、クラッセ、道の駅に販売を依頼している。また、自動販売機で飲料を販

売するメーカーと協力して自動販売機に清河八郎をラッピング（図書館内部、

クラッセ外部の各 1台）している。 

その他、子どもから大人まで清河八郎の歴史に触れてもらいたいとの願いを

込め、八郎カプセルトイを設置し、販売（6箇所：清河八郎記念館、清川歴史公
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園川口番所、クラッセ、道の駅しょうない、町湯、狩川まちづくりセンター）を

行っている。 

    d のぼり旗等の製作、設置 

のぼり旗を公共施設 15 箇所と町内協力店舗 46 箇所に設置している。また、

清川地区には案内板の設置を行っている。 

    e プロモーション映像の製作等 

プロモーション映像 DVD20 分 1 種類の製作を行っている。町内の小学校に DVD

を配布し、また、清川歴史公園川口番所に DVD 放映を依頼し、現在放映を実施

している。清河八郎大河ドラマ誘致協議会のツイッター配信を開始している。

YTS、山形テレビの提言の広場で「故郷の偉人シリーズ」で清河八郎を紹介宣伝

している。 

    f 要望活動 

NHK 山形放送局への要望活動を令和 3年度と令和 6年度に行っている。 

    g 清河八郎に関するアンケート、意向調査の実施 

意向調査（アンケート）に基づき、ポスター、のぼり旗、チラシ、QR コード

付きポケットティシュ等を配布している。町内の各小中学校に紙芝居の DVD を

配布し、また、町内の各小中学校でアンケート調査を行っている。 

    h 協議会以外の活動 

商工会女性部により女性目線のパンフレットを作成。清河八郎に関する人物

像を分かりやすく解説し、地域の情報とともに発信している。 

      庄内総合高校で、課題解決型学習において計 4 回の発表会を通して、清河八

郎を知ってもらう授業を行っている。 

エ 庄内町との関わりについて 

(ｱ) 役員構成について 

     誘致協議会役員には、副会長として町長と教育長が就任している。また、協議

会の運営を円滑にするため社会教育課に事務局を置き、社会教育課長が事務局長

として統括している。 

(ｲ) 補助金について 

協議会は会費、補助金、その他の収入で運営されているが、庄内町からは平成

30 年度に 250 万円、令和 3 年度に 18 万 5000 円、令和 5 年度から 20 万円が補助

されている。 

また、公益財団法人清河八郎記念館に対する補助金は、令和 3 年度から 5 年度

において、毎年 100 万円前後の補助金を支出している。 

(ｳ) その他の支援活動について 

    ・令和元年にプロモーション映像を作成し、清川歴史公園川口番所で放映して

いる。 

    ・町で主催する各種イベントで、清河八郎の協議会と共同で PR 活動を実施して

いる。 

オ 清河八郎記念館 

(ｱ) 沿革 
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清河八郎記念館は、本町が産んだ明治維新の偉人、清河八郎先生の百年忌を記

念し、その偉業を顕彰するために、遺品等資料保管展示することとした。併せて山

形県観光施設の一環として利用するため、山形県の助成を受けて記念館を建設す

ることとした。昭和 37 年 2 月 24 日に立川町議会において建設計画を議決し、同

年 2 月 28 日に清河八郎記念館建設事業特別会計を設定し、同年 3 月 20 日に同記

念館建設工事請負契約締結を専決処分し、昭和 37 年 8 月に開館した。昭和 38 年

3 月 30 日に清河神社宮司成澤米三氏との間で清河八郎記念館の管理運営委託契約

書を締結する。その後昭和 50 年３月に、生家である齋藤家当主より遺品等や資料

の寄贈を受けたことに伴い「「財団法人清河八郎記念館」を設立し、昭和 51 年 10 月

1 日に同記念館の町有財産処分について議決し、同財団法人に寄付された。また、

平成 26 年 4月に新公益法人制度改革により「「財団法人」から「「公益財団法人」へ

名称変更し現在に至る。 

同館には、清河八郎の遺品等及び明治維新の資料百数十点が保管され、その一

部を常時展示している。保管展示されている遺品等並びに関係資料のうち 50 点が

山形県文化財に指定されている。 

(ｲ) 事業規模 

a 構造規模 

本館 鉄筋コンクリート造平屋建 「「260 ㎡ 

管理人棟 木造平屋建      73.72 ㎡ 

廊下便所 木造平屋建      31.41 ㎡ 

      総面積            「365.13 ㎡ 

b 昭和 37 年度清河八郎記念館建設事業特別会計決算 

〈歳入〉 

山形県観光施設整備事業補助金  250 万円 

記念館建設費寄付金       465 万円 

一般会計繰入金         205 万円 

      合計              920 万円 

〈歳出〉 

      設計管理委託料「         30 万円 

      工事請負費           850 万円 

(工期：昭和 37 年 3月 22 日～昭和 37 年 7月 20 日) 

      展示用平ケースその他備品    「35 万円 

      事務費              5 万円 

      合計              920 万円 

c 財団法人清河八郎記念館設立 

昭和 52 年 3 月 25 日に基本金 1576 万 6000 円（内 250 万円を立川町からの助

成）で設立し、理事 11 人以上 20 人以内。内理事長 1 人、常任理事 4 人。常任

理事の中から 1 人が館長を兼務する。評議員 10 人以上 25 人以内。監事 3 人で

運営することとした。 

d 防犯防災設備の整備 
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山形県文化財保護事業補助金の交付金を受け、盗難・火災から資料を保護す

ることを目的に整備する。 

      県補助金            120 万円 

      町補助金            「60 万円 

  所有者負担金          「60 万円 

  合計              240 万円 

e 令和 6年度予算 

令和 6 年度予算においては、玄関の屋根雨漏り補修などのため 363 万円を予

算措置した。 

f 運営状況 

開館時間は、午前 10 時～午後 5時、休館は月曜日(祝日の場合は翌日)、冬季

休館は 12 月～2 月、入館料は大人 500 円・高校生 300 円・中学生 200 円・小学

生以下無料、団体は 10 人以上 1割引。 

    g 入館者数(令和 7年 3月 31 日現在) 

      

      令和 6 年度の入館者については、県内外による区分けで、県内 817 人、県外

427 人となっている。また、団体入館状況では、20 団体 451 人が入館しており、

県内外による区分けで、県内 401 人、県外 50 人となっている。12 月から 2 月

までは休館となっている。 

(ｳ) 清川地区振興協議会からの要望 

・平成 22 年 10 月 19 日 会長 遠藤仁 

清河八郎の遺品等の保存管理にこれまで同様の支援と清河八郎顕彰会の事業

に指導協力を求めている。 

・平成 23 年 10 月 26 日 会長 遠藤仁 

生誕 180 年、没後 150 年にあたるこの時期に、東京日野市の「新選組ふるさ

と歴史館」から新選組の巡回特別展開催の依頼がある。これまでの清河八郎先

生の単なる「「策士」という誤解を改めていただく好機ととらえている。この他東

京都千代田区歴史民俗資料館、長野県立博物館、奈良県立博物館等の行政が運

営する資料館との交流が増えている。これらの交流を維持存続するためには

(財)清河八郎記念館単独での対応には限界がある。清河八郎先生を世間に知ら

しめるために町当局の支援協力を求めている。 

・平成 24 年 12 月 21 日 会長 遠藤仁 

清河八郎記念館を包含する清河歴史公園基本構想を策定し実現を求めている。 

・平成 28 年 1 月 6日 会長 菅原十九八 

清川歴史公園基本構想を具現化するために災害避難場所、健康づくりの場、

清河八郎の資料展示の場の機能を持つ複合施設として位置付けているので実現

を求めている。 
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・令和 3年 2月 24 日 会長 渡邊和能 

清川地区のために公民館、多目的運動場、清河八郎記念館が一体となった複

合型避難施設の実現を要望している。 

  カ 関連事業 

    清河八郎の人間像を広く伝えるとともに、交流人口の拡大を図るために、さまざ

まな事業を実施している。講演会や書籍の発行、動画の作成、里山トレッキングを

通して、庄内町の歴史を紐解き、町民に周知してきている。 

(ｱ)  歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅 

この事業は、清河八郎が数え年 18 歳で単身江戸を目指した際に、庄内町肝煎地

域から鶴岡市添川集落に抜ける山道「「回天の道」を歩く里山トレッキングである。

戊辰戦争で、庄内藩が新政府軍を撃退した清川口古戦場や御諸皇子神社での歴史

に触れ、最上川船運時代を再現した荘内藩清川関所と船見番所を訪ね歴史の再確

認できる事業となっている。平成 25 年 5 月 26 日に第 1 回の歩いて楽しむ回天の

道トレッキング事業を皮切りに、現在まで 17 回を実施している。募集人数 20 人

を常に満たしており、この事業の人気の高さがうかがえる。 

(ｲ)  明治維新 150 年記念事業フォーラム 

平成 30 年 11 月に明治維新 150 年記念事業実行委員会が主催し、庄内町、庄内

町教育委員会、庄内町観光協会等の共催を受け、庄内町文化創造館響ホールと清

川公民館で開催された事業である。明治維新の意義を学ぶとともに、清河八郎の

行跡を通して庄内町の発展に繋げるため、明治維新 150 年記念事業を開催するこ

とを目的とした。参加人数は 300 人であり、記念講演、パネルディスカッション、

アトラクションなどを行った。 

(ｳ)  清河八郎と尊攘派幕臣特別研究報告会 

東洋大学文学部教授の岩下哲典氏を講師に招き(公益財団法人清河八郎記念館

主催)、令和 4 年 9 月に庄内町文化創造館響ホールにて開催された報告会である。

参加人数は全国各地から 200 人を数え、清河八郎の優れた人物像や先見性につい

て解説した。 

(ｴ) 「清河八郎の真実に迫る！」特別講演会 

評論家の佐高信氏を講師に招き（清河八郎顕彰会主催）、令和 6 年 7 月 15 日に

庄内町文化創造館響ホールにて開催された講演会である。参加人数は 350 人を数

え、新時代を切り開いた男としての清河八郎の人物像を読み解いた。 

(ｵ) 「庄内町史資料第七号清河八郎関係日記一」発刊記念事業 

東洋大学文学部教授の岩下哲典氏とフリー翻訳家イアン・アーシー氏を講師に

招き（庄内町、庄内町教育委員会主催）、令和 6 年 9 月 16 日に庄内町文化創造館

響ホールにて開催された講演会である。参加人数は 170 人を超え、幕末に活躍し

た高橋泥舟と庄内とのかかわりについて考えるシンポジウムも開催された。 

 

  ［課 題］ 

(1) 庄内町「清河八郎」大河ドラマ誘致協議会との関わりについて 

  ア 町と誘致協議会との関わり 
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    大河ドラマ誘致協議会の役員には、会長として観光協会会長が付き、副会長は、

町長、教育長、商工会副会長、記念館の理事長となっており、ほぼベストと言える

布陣となっている。令和 7 年 2 月の NHK 山形放送局への要望活動は町長も同席して

いるが、NHK 放送センター（東京）には要望書を提出していない。 

    また、清河八郎の人物像を広く伝える面では、社会教育課の果たした役割は大き

い。しかしながら、誘致成功事例自治体では、採択後にはスムースに観光振興、地

域の活性化につなげ、経済効果を上げている。その趣旨からみると、社会教育課で

は対応しにくい。 

  イ 財政的支援 

庄内町から「「清河八郎」大河ドラマ誘致協議会への財政支援は、平成 30 年度に 250

万円、令和 3年度に 18 万 5000 円、令和 5年度に 20 万円、令和 6年度に 55 万 7000

円が補助されている。気運の醸成を図るうえで、イベントの開催や地域の魅力をア

ピールする活動、歴史的事象の提案等を展開するための財政援助には十分な支援と

はなっているか疑問である。 

(2) 清河八郎記念館への支援について 

昭和 37 年 8月に開館した清河八郎記念館は、建物の老朽化も進み、屋根の雨漏り補

修も必要となってきている。そのため、歴史的な遺品等を効果的に展示できず、保存

管理が困難になっている。 

歴史的に重要な遺品等を収蔵展示しているが、展示している遺品等を調査研究し説

明する学芸員は配置されていない。 

(3) 地方自治体(県も含む)との誘致活動連携について 

NHK 大河ドラマの誘致に向けて、清河八郎にゆかりのある鶴岡市や東京都日野市など

と連携した活動ができていない。 

(4) 町内での誘致に向けた気運醸成について 

   誘致協議会と顕彰会では情報発信班や学習班、グッズ製作班、プロモーション映像

製作班を設置し、商工会女性部がパンフレットを作成し、清河八郎に関する人物像を

分かりやすく解説するなど地域の情報とともに情報発信しているが、町全体としては

誘致する気運が醸成されていない。 

 

  ［意 見］ 

(1) 庄内町「清河八郎」大河ドラマ誘致協議会との関わりについて 

  ア 町と誘致協議会との関わり 

    さらなる要望の強化として、NHK 山形放送局の仲介を経た上で NHK 放送センター

（東京）に訪問し、要望書を手渡すべきである。 

    また、清河八郎の人物像を広く伝える面では、社会教育課の果たした役割は大き

いと評価する。しかしながら、成功事例自治体にあるように、採択後に、観光振興

を地域の活性化につなげ、町に経済効果をもたらすためには、今後協議会の事務局

を商工観光課に移管すべきである。 

今後は町全体で誘致への気運の醸成を図るためにも、教育委員会や商工観光課、

行政一体となって取り組む体制整備を検討すべきである。 
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  イ 財政的支援 

令和 12 年「（2030 年）には清河八郎生誕 200 年を迎えるにあたり、これを大河ドラ

マ誘致の目標年度としていることから、地域住民が盛り上がるイベントの開催や関

連市町村とのイベント等、しっかり活動できるよう一般財源として予算化すべきで

ある。また、誘致協議会でいままで行ったイベントや講演会、清河八郎の妻を主人

公とした舞台作品「「お蓮」の DVD 作品を再編集し、YouTube「（ユーチューブ）や TikTok

（ティックトック）等の SNS で動画配信するために一般財源として予算化をすべき

である。 

(2) 清河八郎記念館への支援について 

清河八郎記念館は、築 62 年を経過しており、近年は建物の老朽化も進み、屋根の雨

漏り補修も必要となってきている。保管されている遺品等は山形県文化財として指定

されており、重要な財産である。適切な環境の確保と防災対策の整備も必要と考える。

記念館の改築について、早期に複合施設等の具体策を検討すべきである。また、重要

な展示物の管理や調査、研究、教育プログラムやイベントの企画など、多岐にわたり

幅広い業務を担う学芸員を配置すべきである。 

(3) 地方自治体(県も含む)との誘致活動連携について 

NHK 大河ドラマの誘致において、誘致協議会と周辺自治体との連携は必須である。清

河八郎の妻・お蓮や藤沢周平等ゆかりのある鶴岡市へは早急に、イベントの共催等も

含め協力を依頼すべきである。東京都日野市との情報共有や協力体制が重要であるこ

とから、NHK 放送センター「（東京）への要望書提出の際には東京都日野市に表敬訪問し

活動を共にすべきである。 

(4) 町内での誘致に向けた気運醸成について 

   誘致協議会では情報発信班や学習班、グッズ製作班、プロモーション映像製作班を

設置し、気運を高め住民全体の協力と熱意を引き出している。地元の歴史や文化を広

く伝えることで観光客を増やし、地域経済の活性化を図ることは重要である。令和 7

年度には、山形県芸術祭の開幕式典が庄内町文化創造館響ホールで開催されることと

されており、これを機に町民へ清河八郎に関するイベント等の開催を周知すべきであ

る。 
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[視察調査報告（参考資料）] 

 

視察地  兵庫県姫路市 

 

1 視察年月日   令和 6年 10 月 8 日 

 

2 視察の目的    

   本町では、平成 30 年に「清河八郎大河ドラマ誘致協議会」を設立し、誘致活動を行

ってきている。姫路市においては、NHK 大河ドラマ「黒田官兵衛」を誘致する会を平成

20 年に設立し、誘致に成功することで観光振興や各種の経済効果をもたらし、地域の

活性化に大きく貢献してきている。姫路市における大河ドラマ実現に向けた取り組み

について調査することとした。 

 

3 視察地の概況 （令和 6年 4月 1日現在） 

 (1) 人 口  520,064 人 

 (2) 世帯数  230,061 世帯 

 (3) 面 積  534.35 ㎢ 

 (4) 財政規模 2361 億円（令和 6年度一般会計当初予算） 

(5) 地勢・沿革 

北部から山岳、丘陵、平野、島しょでなり、市川、夢前川などの河川が北から南に

流れています。また、北部の雪彦峰山県立自然公園や南部の瀬戸内海国立公園をは

じめ多様な自然資源があり、これらを生かした観光とともに、自然豊かな生活環境

にも恵まれている。 

臨海部は播磨臨海工業地域の一角を形成し、重厚長大型企業が立地しており、企

業立地優遇制度を拡充するとともに、市内外企業の支援策も充実させ、企業誘致、

企業立地の推進に努めている。 

姫路市は、明治 22 年の市制施行以来、数次にわたり周辺地域を編入して市域を拡

大するとともに、戦後は昭和 21 年にラモート合併により新生姫路市が誕生し、商工

業都市として発展してきました。平成 8年 4月に中核市に移行し、平成 18 年 3月の

家島町、夢前町、香寺町及び安富町との合併で現在の市域となっている。 

また、平成 5 年に、我が国初の世界文化遺産に指定された国宝姫路城やハリウッ

ド映画のロケ地ともなった書写山圓教寺などの歴史的建造物や貴重な文化遺産も数

多く有している。 

 

4 取り組みの現況 

(1) 大河ドラマ放送前について 

ア 黒田サミットについて 

(ｱ) 第 1 回 黒田サミット 

日 時   平成 9年 10 月 4 日、5日 

場 所   滋賀県木之本町スティックホールほか 
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参加自治体 福岡県福岡市、兵庫県姫路市、岡山県長船町（現瀬戸内町） 

      滋賀県山東町（現米原市）、木之本町 

概 要   4 日 エクスカーション、前夜祭 

      5 日 基調講演「軍師 黒田官兵衛」 

         パネルディスカッション 

「歴史に学び、未来のまちづくりを語る 

         意見交換「今後のまちづくりの提案」 

(ｲ) 第 2 回 黒田サミット 

日 時   平成 15 年 10 月 25 日、26 日 

場 所   福岡国際会議場ほか 

参加自治体 福岡県福岡市、兵庫県姫路市、滋賀県木之本町、 

      岡山県長船町（現瀬戸内町）、大分県中津市 

概 要   25 日 パネルディスカッション 

          「黒田都市のふるさとを訪ねて」 

         記念講演「福岡城を語る」 

講談「『母里太兵衛』を聞く」 

         懇談会 

      26 日 法要、祝賀会 

(ｳ) 第 3 回 黒田サミット 

日 時   平成 20 年 8 月 3日、4日 

      3 日 黒田サミット 

      4 日 黒田家ゆかりの地を巡る 

事業概要  平成 20 年 8 月 3 日に黒田サミット、8 月 4 日に黒田家ゆかりの

地を紹介し、パンフレットを作成するなど、黒田家ゆかりの都市

との交流を深めるとともに、地域の振興と活性化並びに姫路市

の知名度の向上、観光客の誘致拡大を図った。 

内 容   基調講演 

       テーマ「姫路生まれの智将・黒田官兵衛」 

      パネルディスカッション 

       テーマ「官兵衛を通してまちの魅力を発信」 

      黒田サミット宣言 

      「黒田家ゆかりの地」写真展 

制作物   黒田家ゆかりの地マップ、黒田サミット PR 用チラシ 

      黒田サミット当日用パンフレット、 

      黒田官兵衛 PR 用幟 

イ NHK 大河ドラマ「黒田官兵衛」を誘致する会を設立 

誘致する会設立の背景として、姫路市では、市民団体による黒田官兵衛顕彰の動

きとともに、官兵衛を主人公にした「NHK大河ドラマ」の誘致活動が活発化している。

また、黒田家ゆかりの都市である木之本町、瀬戸内市、中津市、福岡市、姫路市が集

まり、平成 20 年 8 月 3日に開催された「黒田サミット」においても、映像などを活
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用し、官兵衛や黒田家のドラマ性あふれる足跡を通してまちの魅力を発信していこ

うという「黒田サミット宣言」が採択されるなど、大河ドラマ誘致への機運が盛り

上がりを見せている。そこで、大河ドラマの実現に向けた誘致組織として、官兵衛

の顕彰活動に取り組み、黒田サミット実行委員会の構成員でもある市民団体や黒田

家ゆかりの都市などとともに「NHK 大河ドラマ『黒田官兵衛』を誘致する会」を平成

20 年 11 月 13 日に設立している。なお、市から誘致する会への補助金は、平成 22 年

度は 108 万円、23 年度は 156 万円、平成 24 年度が 176 万円である。  

ウ NHK に要望書を提出 

平成 22 年 1月 19 日（火）NHK（放送局長へ提出） 

平成 23 年 1月 24 日（月）NHK（放送局長へ提出） 

平成 24 年 1月 18 日（水）NHK（会長、理事へ提出）  

NHK に初めて要望書を提出訪問した際に「5年ぐらいはかかると思います」といわ

れている。2回目に要望書を提出訪問した際には「その後、どのような取り組みをし

てきましたか」と質問されている。 

エ 第 60 回お城まつりを開催 平成 21 年 8月 1日（土） 

大手前通りで「歴史パレード 黒田 24 騎行列」を実施 

オ 「松平定知講演会」の実施 平成 21 年 8月 23 日（日） 

「黒田長政と二十四騎 黒田武士の世界」 

カ 大河ドラマ誘致 PR キャンペーンを九州で実施 

福岡市、中津市、宇佐市、の各市役所へ表敬訪問、街頭キャンペーン 

キ 「黒田官兵衛を大河ドラマに！姫路フォーラム(案)」をＦＭゲンキと開催 

平成 22 年 7月 1日(木) 

ク 姫路市生まれの戦国武将である黒田官兵衛の大河ドラマ「軍師官兵衛」が放送決

定されたのが平成 24 年（2012 年）であり、大河ドラマ「軍師官兵衛」が放映された

のが平成 26 年（2014 年）となっている。 

(2) 大河ドラマ放送後について 

ア ひめじの黒田官兵衛 大河ドラマ館の設置 

期 間  平成 26 年 1月 12 日～平成 27 年 1月 10 日 

場 所  家老屋敷公園内 

入館者  611,576 人 

概 要  大河ドラマに使用された小道具、着物、セット、ジオラマを展示 

  イ 官兵衛の歴史館設置 

    期 間  平成 26 年 1月 26 日～平成 27 年 1月 10 日 

    場 所  姫路城内 リの一渡櫓 

    入館者  890,455 人 

    概 要  官兵衛や長政の甲冑、着物等を展示 

ウ 官兵衛おもてなし御膳の提供やゆかりの地マップの作成を行い観光客の集客に努

めている。 

エ 市内ゆかりの地の主な取り組みとして、御着地区では小学生のボランティアガイ

ドの実施や妻鹿地区ではボランティアガイドを実施し、広峰地区では関連の神社内
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で官兵衛関連グッズを集めた「播磨八寳」を設置、販売している。 

オ 大河ドラマ館入館の展示物の活用 

姫路城の西の丸にて、大河ドラマ館で展示している展示物のうち、官兵衛時代の

姫路城のジオラマや官兵衛や半兵衛の甲冑、小物などを活用している。 

  カ 大河ドラマ館の入館特典として 15 施設への割引クーポン券の配付 

姫路市では、全国から来られた大河ドラマ館入館者の入館特典として、大河ドラ

マ館開館期間中に、姫路市内の主要観光施設(15 施設)の入館料が割引になる「施設

割引クーポン券」を大河ドラマ館入館者全員に配付し、姫路市内を回遊していただ

く仕組みを構築している。各施設における「施設割引クーポン券」利用枚数を調査

してみると、第一位が姫路城252,567人で41.3％、第二位が好古園35,776人で5.8％、

第三位が書写山ロープウェー8,585 人で 1.4％となっている。 

  キ 市内施設の観光施設への回遊状況 

大河ドラマ館入館センターでは、あらかじめ申し込みいただいた時間に必ず案内

できる予約制度は実施していませんが、申込制度という形で、事前に団体客の到着

時間や人数などの情報を把握し、スタッフの受け入れ体制を整えるなど、円滑な運

営に努めている。県内外の利用者数を調査してみると第一位は大阪府で約 29,000 人、

第二位は兵庫県で 24,700 人、第三位は岡山県で 13,400 人、第四位は広島県で 12,200

人、第五位は愛知県で 10,500 人となっている。 

 (3) 官兵衛関連グッズ  

ア ひめじ官兵衛プロジェクト ＰＲ用グッズ一覧 

クリアファイル、キャンデー、ピンバッジ、マグネット，名刺台紙、卓上のぼり、

団扇、ポケットティッシュ、コースター、タオルハンカチ、コンパクトミラーなど 

イ 事業者が商品化したもの 

軍師官兵衛 播州熟成そうめん、かんべえくんマグカップ、姫路アーモンドバタ

ー、播磨の戦い T シャツ、官兵衛うどん、神戸ワイン「官兵衛ワイン」赤と白、か

んべえくんコースターなど 

 (4) 公式キャラクター「かんべえくん」の継続使用について 

公式キャラクター「かんべえくん」の著作権・商標権は姫路市に帰属し、ひめじ官

兵衛プロジェクトに無償貸与し、同プロジェクトが使用申請を承認している。着ぐる

みは、キャラバン隊業務を民間に委託し、人の派遣や貸し出し業務を行っている。現

時点では、2027 年 3 月末までとしているが、継続使用できるよう権利関係を整理し、

姫路観光コンベンションビューローへの委託の方向で調整している。 

(5) 「千姫」誘致の会の設立について 

姫路市では「軍師官兵衛」の大河ドラマ化に成功し、一定の成果を上げている。 

次の取り組みとして「千姫」の大河ドラマ化に向けた運動を展開している。令和 3 年

１0月 29 日に「千姫大河ドラマ誘致の会」の設立となり、現在活動中である。 

 

5 考 察 

今回は、姫路市生まれの戦国武将である黒田官兵衛を、NHK 大河ドラマ「軍師官兵

衛」として放映することができた姫路市の取り組みを視察させて頂いた。 
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黒田官兵衛を主人公にした大河ドラマの誘致は、2007 年の第 2回ひめじ未来トーク

における市長と市民の対話の中で、市長が今後の市政の柱の 1つとして、「黒田官兵衛

を主人公にした NHK 大河ドラマを是非実現したい」と述べたのが始まりである。翌年

の 2008 年には戦国武将黒田官兵衛ゆかりの 5 市町が姫路に集いサミットが開催され

ている。また、播磨の黒田武士顕彰会、民間有志、姫路市、福岡市、滋賀県木之本町な

ど 10 市町 29 団体で構成される「NHK 大河ドラマ 黒田官兵衛を誘致する会」が同年 8

月に設立している。このように多くの市民と関係団体の賛同を得ながら活動を続けて

きたこと。また、NHK の本社にも年に 1回計 3回、要望書の提出訪問を行っており、そ

のつど地元の活動や地域の熱意を継続的に訴えることにより「誘致する会」の設立か

ら 4 年ほどで放送が決定している。2001 年以降全国から申請があった 17 件のうち５

件が放送決定という狭き門、しかも決定までは 5年以上あるいは 8年から 10 年という

話もあるなか、これだけの短時間で誘致にこぎつけた要因は、首長を中心として自治

体同士の連携と地域を挙げた誘致活動にあると推察する。さらには、軍師官兵衛の大

河ドラマ化による経済効果は約 240 億円（兵庫県立大学政策科学研究所）と言われて

おり、この経済効果を生むことが関係自治体に誘致活動を働き掛ける動議付けになる

のではないだろうか。 

本町においても、平成 30 年に「清河八郎大河ドラマ誘致協議会」の設立を契機に誘

致活動を行っているが、今後に誘致を実現するためには関係自治体が連携し地域を挙

げて活動することと、NHK に対し要望活動することが重要であると感じた視察研修で

あった。 

 

  



20 

 

［視察調査報告書(参考資料)］ 

 

視察地   東京都日野市 

 

1 視察年月日   令和 6年 10 月 9 日 

 

2 視察の目的 

   本町では、平成 30 年に庄内町「清河八郎」大河ドラマ誘致協議会を設立し、誘致活

動を行っている。この協議会と連携し、誘致を実現することで、清河八郎の人物像を

広く伝えるとともに、観光振興を地域の活性化につなげ、町に経済効果をもたらすた

めに、大河ドラマ「新選組」を誘致した日野市を調査することとした。 

 

3 視察地の概況(令和 6年 9月 1日現在) 

(1) 人  口  188,225 人 

(2) 世 帯 数  94,342 世帯 

(3) 面  積  27．55 ㎢ 

(4) 財政規模  726 億 8900 万円(令和 6年度一般会計当初予算) 

(5) 地勢・沿革 

    日野市は、東京都のほぼ中央に位置している。多摩川、浅川が流れ、湧き水に恵

まれた台地と緑豊かな丘陵を持つ、水と緑が豊かなまちである。低地（沖積地）に

は河川を主な水源とする農業用水路が張り巡らされ、かつては水田稲作が盛んに行

われ、「多摩の米蔵」とも言われた。また現在の日野駅付近は、江戸時代には甲州街

道の宿場町として栄えた。 

昭和 38 年 11 月 3 日、全国で 559 番目、都下で 12 番目の市「日野市」が誕生し

た。その後も、昭和 45 年頃までは南部丘陵地を含む市内各所に公共・民間の大団地

が建設され、平地部でも宅地造成が続いたことにより、昭和 58 年には人口が 15 万

人を超えた。現在では、18 万を超える市民が住む自然に恵まれた住宅都市として、

また、躍進する多摩地域の中核都市として発展を続けている。 

「新選組のふるさとを訪ねるみち『日野』」は、社団法人日本ウォーキング協会の

「美しい日本の歩きたくなる道 500 選」に選ばれている。 

 

4 取り組みの現況 

(1) 組織の統合 

令和 3 年 4 月 1 日に、日野市の魅力を効果的に伝えるために、市長部局の新選組ふ

るさと歴史館などの観光部門と、教育委員会の生涯学習課文化財係と埋蔵文化財・指

定文化財部門の三つを統合したふるさと文化財課を新設している。これにより新選組

を観光としての視点と文化財としての視点から内外に発信している。 

(2) 新選組にまつわるイベント 

  ア ひの新選組まつり 

 「ふるさと日野まつり」は昭和 63（1989）年、土方歳三の菩提寺でもあ 
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り、位牌が安置されている高幡不動大日堂の改修が完成し、それを祝う落慶法要の

ひとつとして有志によって行われた。その後、日野市のまちおこしの一環として平

成 10 年から「ひの新選組まつり」として実施されている。 

 新選組のふるさとである日野市の歴史を楽しむ 2 日間のイベントである。1 日目

は、隊士コンテストで、希望者の中から新選組局長、副長、隊士などの演者が選ばれ

る。選ばれた人は、2日目の新選組隊士パレードで、隊士に扮した参加者を率いて市

内にある新選組ゆかりの場所を巡ってパレードする。まつりの会場では殺陣（たて）

や歴史上のできごとの再現なども行われる。 

(ｱ) ひの新選組まつりの沿革 

    ・昭和 63 年  ふるさと日野まつりとして開催 

・平成 10 年  第 1回ひの新選組まつりとして開催 

・平成 12 年  第 3回新選組まつりから、市の補助金などを活用し、規模を拡大 

・平成 15 年  第 6回新選組まつりから、実行委員会を設置して実施 

・平成 16 年  大河ドラマ放映 

・令和元年  第 21 回新選組まつりでは土方歳三没後 150 年プロモーションと

連携して実施 

・令和 2 年から令和 4 年  新型コロナウイルスの感染拡大に伴い中止 

・令和 5 年  第 26 回新選組まつりとして 4年ぶりに開催 

・令和 6 年  第 27 回新選組まつりはコロナ前のように飲食店も復活 

  イ 新選組フェスタ in 日野 

市政 40 周年（平成 15 年）日野宿開設 400 年（平成 16 年）の節目にあたり、大河

ドラマ「新選組！」を契機として、市の観光振興及びまちおこしに資するとともに

「新選組のふるさと日野」を全国にアピールするイベントと街の整備を行っている。

推進体制は、市長をトップとした全部署が関わる「庁内推進体制」と、土方歳三ゆか

りのご子孫の方々、高幡不動尊、観光協会、商工会、市民ボランティアなどで構成さ

れる「新選組フェスタ in 日野実行委員会」の２つの組織の連携による総力体制で実

施している。 

   (ｱ) 新選組フェスタ in 日野の沿革 

    ・平成 14 年  新選組フェスタ in 日野庁内推進本部設置 

    ・平成 15 年  新選組フェスタ in 日野実行委員会設立 

    ・平成 16 年  1 月 10 日～10 月 31 日  新選組フェスタ開催 

    ・平成 16 年  1 月 11 日～12 月 12 日  大河ドラマ「新選組」放送 
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「新選組フェスタ in 日野」の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 市民活動 

土方歳三資料館はもともとあったが、新選組フェスタをきっかけに、新選組関係者

の子孫による資料館が独自に作られた。今現在でも、市と密接な繋がりのなかで色々

なイベントに協力している。 

  ア 土方歳三資料館 

    館長 土方愛 

  イ 井上源三郎資料館 

    館長 井上雅雄 

  ウ 佐藤彦五郎新選組資料館 

    館長 佐藤福子 

 (4) 市民活動で運営される施設を含む日野市の新選組関連施設 

  ア 日野宿本陣（平成 16 年から公開） 

日野の名主を務め、土方歳三の義兄・従兄で新選組の支援者としても知られる佐

藤彦五郎の旧宅である。近藤勇、土方歳三、井上源三郎らも訪れた新選組ゆかりの

建物である。都内に残る唯一の街道の本陣建築でもあり、東京都の史跡にも指定さ

れている。新選組が集い、ここからスタートしたもので大きな意味を持つ場所であ

る。 

  イ 日野宿交流館 

日野宿、甲州道中、新選組等に関する地域の資料の展示を核とし、観光案内所・売

店や会議室なども設置し、市民や観光客の新たな交流の場を目指している。 

  ウ 土方歳三資料館(市民活動) 

日野市出身の新選組副長・土方歳三の生家跡である。子孫が運営するこの資料館

では、歳三の愛刀「和泉
い ず み

守兼
のかみかね

定
さだ

」や鎖帷子のほか、家族へ宛てた書簡など縁のある

品々約 70 点が展示されている。他にも歳三が幼い頃に相撲の稽古をした柱（を利用

した梁）や武人を志して植えた矢竹もある。 

  エ 井上源三郎資料館(市民活動) 

井上源三郎は新選組六番隊組長であり、八王子千人同心である兄の松五郎と共に

幕末の歴史に大きくかかわった。井上家の子孫が運営するこの資料館では、新選組
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や八王子千人に関する資料の他、近藤勇が松五郎に贈った刀などが展示されている。 

  オ 佐藤彦五郎新選組資料館(市民活動) 

幕末のころ日野本郷名主を務めていた佐藤彦五郎は、新選組を物心共に支援し続

けた。佐藤家の子孫が運営するこの資料館では、近藤勇の銃や、土方歳三が使った

刀「越前
えちぜん

康
やす

継
つぐ

」、沖田総司の手紙など、新選組隊士との結びつきの深さを物語る資料

が展示されている。 

  カ 高幡不動尊 

    関東三大不動の一つで、年間を通してさまざまな行事が開催されている。不動明

王像や不動堂、仁王門（いずれも重要文化財）のほか、三万坪の敷地では四季を彩

る自然や景観を望むことができる。あじさいまつりや紅葉まつりなども時期に合わ

せて開催されている。また土方歳三の菩提寺であり、大日堂には位牌もある。境内

には土方歳三の像も建てられている。 

(5) 新選組のふるさと歴史館 

平成元年に日野市ふるさと博物館（テーマ：ふるさと日野の川と文化）として開館

し、当時は新選組にはいっさい触れない展示をしていた。平成 10 年に第一回「ひの新

選組まつり」、日野市ふるさと博物館にて「ひの新選組展」開催。この頃から新選組を

地域おこし、まちおこしに活用していこう、新選組の活動を継承していこうという動

きが始まる。 

建物は当初、平成元年に開館した日野祖ふるさと博物館の施設だった。同館は展示

テーマを「ふるさと日野の川と文化」とする郷土資料館で、新選組の展示は行ってい

なかった。平成 10 年頃から新選組を地域おこし、まちおこしに活用する動きが始まり、

同館でも「ひの新選組展」を開催した。 

その後、平成 16 年に新選組が大河ドラマ化されたことにより、平成 17 年に新選組

ふるさと歴史館として改装して開館している。 

その後、平成 16 年の大河ドラマ「新選組！」の放映や新選組フェスタの成功を受け、

新選組に関する情報発信施設の設置することとなり、日野市ふるさと博物館の施設を

利用して、日野市立新選組のふるさと歴史館が開館した。 

ア 新選組ふるさと歴史館の沿革 

   平成 15 年  日野宿本陣を日野市指定有形文化財および史跡に指定 

   平成 16 年  ＮＨＫ大河ドラマ「新選組！」放送。これがまちおこしの追い風 

となった。 

         「新選組フェスタ in 日野」が、平成 16 年 1 月 10 日から 10 月 31 

日まで、万願寺メイン会場、日野宿本陣、ふるさと博物館で開催 

された。 

         「新選組フェスタ in 日野」の入場者合計数 293,878 人 

         万願寺会場    188,855 人 

         日野宿本陣     46,977 人 

         ふるさと博物館   58,046 人 

         日野宿本陣を日野市が取得 

   平成 17 年  新選組ふるさと歴史館開館 
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         ふるさと歴史館は「日野市郷土資料館」として高幡台に移設した。 

   平成 18 年～21 年  新選組のふるさと歴史館にて年一回の新選組関連特別展およ

び企画展を開催 

   平成 19 年  日野宿交流館開館 

   平成 22 年  新選組のふるさと歴史館の常設展が開始 

          日野宿本陣が東京都指定史跡に指定 

   平成 25 年  清河八郎記念館との共催で、特別展「新選組誕生と清河八郎」 

を開催 

   令和 元年  没後 150 年記念特別展「土方歳三」開催 

   令和 3 年  ふるさと文化財課を設置 

        新選組のふるさと歴史館、郷土資料館、生涯学習課文化財係を統合 

  イ 新選組のふるさと歴史館入館者数の推移 

年間の入館者数は常設展開始から徐々に増え、約 14000 人から約 1万 6000 人と増

え、多摩地区の同規模の資料館の入場者数としてはかなり高いといえる。しかも博

物館法では、原則として無料で公開することを定めていることから、多くの博物館

は無料であるが、当歴史館は有料で、大人 200 円でも 1万 6000 人となっている。令

和元年、没後 150 年記念特別展「土方歳三」開催時には約 2万人を超えた。 

大河ドラマ「新選組！」放送後、幕末維新の大河ドラマが放送されているが、新選

組のふるさと歴史館の入場者数には、必ずしも影響はしていないと推測される。来

館者は、日本全国、海外からも増えている。国別で多いのは中国、台湾、アメリカ、

ロシアで、アニメ等の文化との関わりが大きいと思われる。 

  ウ 新選組のふるさと歴史館書籍・グッズ売上の推移 

令和元年に売上金額が突出して高いのは、やはり、来館者が多い没後 150 年記念

特別展「土方歳三」の時である。令和 2 年に新型コロナウイルス感染症対策で休館

し入館者数が減少したが、その減り具合に比べ、グッズ販売額は思ったより減少し

なかった。 

心がけているのは、日野にしかない、新選組のふるさと歴史館に来なければ手に

入らない物を販売しようと、すべて職員が考え、デザインしたオリジナルグッズを

販売している。グッズの中では、新選組を題材にした大ヒット作「薄
はく

桜
おう

鬼
き

」の人気キ

ャラクターが描かれた日野市限定描き下ろしの B2 判タペストリーは、日野市ふるさ

と納税返礼品として活用している。返礼品のなかで、食料品を除き、月間の人気第

一位になった。また、クリアファイルなども作成している。 

(6) 大河ドラマの放送効果 

  ア 経済活性化 

(ｱ) ドラマの放映により観光客が増加し、地元の商店や飲食店の利用が促進してい

る。 

   (ｲ) 新選組というコンテンツを活かして、関係人口が増加している。 

   (ｳ) 「新選組のふるさと日野」のイメージが定着し、アニメ漫画等とコラボ企画や

ふるさと納税返礼品などの企画が動き出した。 
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  イ 文化・歴史の再認識 

(ｱ) イベントを通じて、土方ゆかりの方々の施設も開所し、関係者によるシビック

プライドが醸成された。 

(ｲ) 新選組に対する関心が高まり、日野市の歴史や文化に対して市民が再認識する

機会が増加した。 

(ｳ) 子ども達が新選組について学び、地域の歴史に興味を持つきっかけになった。 

 

5 考 察 

   日野市は、大河ドラマの誘致活動を特段行っていなかったという。にもかかわらず

誘致することができた理由を今回の視察研修で垣間見ることができた。 

 日野市が、大河ドラマ「新選組！」の誘致に成功したのは、日野市が幕末期の歴史

的背景を豊富に持っており、新選組の副長である土方歳三の生誕地であること。そし

て近藤勇、土方歳三、井上源三郎らの新選組ゆかりの日野宿本陣など、歴史的な建物

や風景が残っており、ドラマ製作にとても魅力的であったと考える。その新選組の歴

史と文化遺産を地元の宝として大事に育んできたことが奏功したからであり、大河ド

ラマ化された後も新選組を市の文化と歴史として子どもたちを含め市民に再認識して

もらう機会とするとともに、その経済効果もそのまま大事にして広げていき、地域お

こし、まちおこしに繋げていることが重要なポイントだと感じた。 

   大河ドラマ「新選組！」の放送が決まってから行われた「新選組フェスタｉｎ日野」

では、当時の市長が、明日の日野のまちづくりにつなげたい、と市民はもとより多く

の機関、団体、企業、ボランティアグループ、子孫関係者などの協力を得て開催した。

一人でも多くのお客様に足を運んでもらうために、大河ドラマ館には、土日関係なく

職員が交代して張り付いて、ありとあらゆるイベントを「職員総出で、できることは

何でもやった、どろくさく頑張った」と話してくれたのが印象的だった。 

 今回の視察を通して、庄内町でも清河八郎の歴史的背景を強く打ち出すことが重要

であると考える。清河八郎の生涯や業績を魅力的に伝え、イベントや祭りを定期的に

開催し、地域の文化として定着させることで持続的な関心を持ってもらえるのではな

いだろうか。そして日野市のように、行政と町民、企業、ボランティア団体などが一

丸となって協力、連携し誘致活動をすることが重要だと考える。 

   日野市ふるさと文化財課の金野課長より「日野市では、新選組の生みの親は、清河

八郎であるという認識のもと進めている」とお話があった。新選組のふるさと歴史館

を立ち上げる際には、何度も清河八郎記念館に足を運んだとのこと。個人的に庄内町

のファンであり、米はつや姫を好んで食べていると聞き、驚いたと同時に親しみを感

じた。 

   日野市産業スポーツ部産業振興課中村課長から「清河八郎大河ドラマ誘致活動にお

いては広域的な連携が必要であり、必要があれば是非協力をしたい」とのお話を頂い

た。今回の視察において、このことが一番の収穫であり、とてもありがたく心強く感

じた。 
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［視察調査報告（参考資料）］ 

 

視察地   山形県米沢市 

 

1 視察年月日   令和 7年 1月 10 日 

 

2 視察の目的 

県内で、NHK 大河ドラマの誘致に成功した自治体では米沢市があげられる。直江兼続

を主人公にした大河ドラマの誘致活動は、上杉家と直江兼続のゆかりの地となる、新

潟、山形、福島の 3県が連携し、10 年余りの長い活動の結果、誘致に成功した米沢市

を調査することとした。 

 

3 視察地の概況 （令和 6年 12 月 1 日現在） 

 (1) 人  口  76,866 人 

 (2) 世 帯 数  33,650 世帯 

 (3) 面  積  548.51 ㎢ 

 (4) 財政規模  440 億 3000 万円（令和 6年度一般会計当初予算） 

 (5) 地勢・沿革 

    米沢市は、山形県の母なる川「最上川」の源である吾妻連峰の裾野に広がる米沢

盆地に位置し、福島県と県境を接しており、歴史的には伊達氏、上杉氏の城下町と

して発展し、明治 22 年に日本で最初に市制を施行した 31 市の中の一つである。交

通面では、山形新幹線、奥羽本線、米坂線が通るほか、平成 29 年に東北中央自動車

道が開通したことで、山形県の南の玄関口としての役割が期待されている。 

米沢八幡原中核工業団地を有し、東北有数の製造品出荷額を誇る工業のまちとい

う側面に加え、市内には山形大学工学部、山形県立米沢栄養大学、山形県立米沢女

子短期大学の 3つの大学があり、学園都市としての側面も有している。 

 

4 取り組みの現況 

(1) 大河ドラマ誘致に至るまでの経緯と行政との関りについて 

 ア 誘致に至るまでの経緯 

米沢市では、市民有志による米沢直江会が、兼続を顕彰する活動を 20 年以上続け

ており、この米沢直江会を母体とする「直江兼続公を NHK 大河ドラマに推進する会」

が 1997 年（平成 9年）に発足した。 

また、直江兼続出生の地である新潟県六日町（現南魚沼市）では、1996 年に「NHK

大河ドラマに直江兼続公を取り上げてもらう会」が発足している。 

他の地域との連携では、1999 年から 2002 年の間に新潟県与板町（現長岡市）、上

越市、2004 年には福島県会津若松市が活動に加わった。 

NHK への訪問活動としては、民間団体である直江兼続公を NHK 大河ドラマに推進

する会と米沢商工会議所が中心的な役割を果たした。また、地元で直江兼続の認知

度が低いことから、同会が啓発パンプレットを作成している。 



27 

 

  イ 行政との関り 

同会に対しては、行政側から誘致活動そのものへの財政的な補助があったわけで

はないが、2007 年 4 月に放映が決定された後、「天地人」米沢市推進協議会事業（準

備会委員会含む）が設立された。なお、同年、市役所内部には、「庁内推進プロジェ

クト会議」が発足している。 

 (2) 放送決定後に行ったイベントについて 

大河ドラマ放送前年の 2008 年に、「天地人プレイベント 2008」を、会津北部・置賜

南部交流推進会（喜多方市、北塩原村、各自治体商工会議所、県、国道事務所）に呼び

かけ、実行委員会を立ち上げ開催している。予算は共催事業含め 174 万円である。（別

紙 1参照） 

目的は、「天地人」放送を契機に、直江兼続が礎を築いた米沢を見つめ直し、市民力

の結集によるまちづくりに向け、地域住民の意識の醸成と気運の盛り上がりを図るこ

ととしている。 

(3) 大河ドラマ放送後（放送中含む）について 

ア 天地人博 2009 

大河ドラマ「天地人」に関する展示を通して、ドラマの世界をより深く知り、体感

していただくために「米沢 愛と義のまち 天地人博 2009」を開催（会場 伝国の

杜（米沢市上杉博物館）会期 2009 年 1 月 24 日～2010 年 1月 11 日）。天地人博では、

実際に大河ドラマ「天地人」の撮影で使用した衣装・小道具の展示や直江兼続の智

行をより知るための様々な資料の展示の他に、ドラマ出演者によるトークショーや

連携自治体の市長によるまちづくりシンポジウム等、一年に渡りさまざまな企画が

盛り込まれた。また、観光客受け入れのために、ボランティアによる清掃活動や生

垣、遊歩道整備、タクシードライバー研修会等を行い「おもてなし」の向上に努めた

という。 

イ 米沢市民の反応 

市民の反応としては、イベント開催期間中は全国から 50 万人を超える多数 の

観光客が訪れたことにより、ここ米沢は多くの方が来てもらえる偉人を生み出した

場所であるということを市民が再認識し、ふるさとへの愛着心がより向上したとの

ことであった。 

 ウ 観光入れ込み客数 

   2008 年 3,382,778 人 

   2009 年 4,955,012 人 （天地人博開催） 

   2010 年 3,213,630 人 

 エ ゆるキャラ作成 

米沢「天地人推進プロジェクト」では「天地人」放送決定にあわせて 2008 年 3 月

中旬より 4月 21 日の期間でキャラクターを公募し、主役である「直江兼続」のマス

コットキャラクター「かねたん」の制作を決定。「かねたん」は忠義の象徴、犬がモ

チーフでチャームポイントは凛々しい眉毛。愛の前立ての兜をかぶり、きりりっと

した姿は戦国武将そのもので、現在もいろんなイベントで活躍している。 

その後、「かげっちさま」と「おせんちゃん」も作成されている。 
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オ グッズ等 

グッズに関しては、伝国の杜の売店や土産売店で、ぬいぐるみ・マグカップ・T シ

ャツ・キーホルダー・ステッカー等販売している。お菓子も「かねたん」の名がつい

た菓子折りやチョコ餅、まんじゅう等があり、また、イベントの際には兼続丼や兼

続の名のついた食品も販売されている。 

カ 経済効果 

県では、大河ドラマ「天地人」放送による経済効果を 116 億円と発表している。 

 

5 考 察 

米沢市での誘致活動で特徴的だったことに、直江兼続を大河ドラマに推進する動き

は民間から発生したため、行政との関わりは 2007 年の推進協議会が設立するまでなか

ったという点があげられる。一方、放映が決定してからは、プレイベント実行委員会

（主催：天地人プレイベント 2008 実行委員会、共催：会津北部・置賜南部交流推進懇

話会事業）を速やかに立ち上げ、迅速な対応をしている。交通対策としても、直江兼

続と前田慶次の遺跡巡りや米沢市内観光循環バスを期間限定で運行している。 

庄内町「清河八郎」大河ドラマ誘致協議会は 2018 年に設立し、誘致の目途としては

清河八郎生誕 200 年の 2030 年としている。今回の視察先では、放送決定まで 11 年と、

本町の活動目標年数と類似しており、今後 5 年間の誘致活動の重要性を強く感じた。

また、「清河八郎」大河ドラマが放送された際の受け入れの準備としては、おもてなし

のノウハウの蓄積や人の和の広がりを大きくすること、観光ガイドのあり方や清河八

郎記念館の整備等があげられる。 

視察先の活動をみて、観光等のことを考えたときに、誘致活動の事務局は商工観光

課が適切なのではないかと思われた。また、他市との連携は重要で、八郎の妻・お蓮

は鶴岡市出身であることから、本町より鶴岡市へ、早急にアプローチする必要がある

と感じられた研修であった。 

なお、相田議長からは、当時、米沢商工会議所のメンバーとして誘致活動に関わっ

ていたことから、視察研修での数々の質疑にご答弁をいただいた。最後に、大河ドラ

マの主人公に関しては、米沢市で有名なのは鷹山公であり、兼続公は知名度が低かっ

たことをあげ「明治維新の有名人である坂本龍馬や西郷隆盛でない、維新の魁『清河

八郎』こそが大河ドラマになりえる人物でないか」との言葉をいただき、この研修会

を閉じた。 
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［視察調査報告（参考資料）］ 

 

視察地   日本放送協会山形放送局 

 

1 視察年月日   令和 7年 4月 21 日 

 

2 視察の目的 

大河ドラマ誘致を実現するために、制作側として大河ドラマの題材を決定するまで

のプロセスを伺い、今後の対応に生かすために日本放送協会（以下「NHK」という。）

山形放送局を調査することとした。併せて町の誘致の取り組みに対し議会としても支

援する熱意を伝えるために訪問することとした。 

 

3 地勢・沿革 

・1936 年(昭和 11 年)11 月 30 日に社団法人日本放送協会山形放送局として山形市緑 

町 4丁目に開局。ラジオ放送を開始する 

・1948 年(昭和 23 年)12 月 1 日にラジオ第 2放送開始 

・1950 年(昭和 25 年)6 月 1 日に放送法施行に伴い社団法人日本放送協会が解散。特殊

法人としての日本放送協会が設立され一切の権利義務を継承 

・1959 年(昭和 34 年)12 月 19 日に総合テレビジョン開局 

・1962 年 11 月 1 日に教育テレビジョン開局 

・1964 年(昭和 39 年)12 月 24 日にラジオ FM 放送の実用化試験放送・ステレオ放送実

験が開始 

・1966 年(昭和 41 年)3 月 20 日に総合及び教育テレビのカラー放送開始 

・1968 年(昭和 43 年)3 月 24 日に現在の放送会館が完成、桜町へ移転 

・1969 年(昭和 44 年)3 月 1 日に山形・鶴岡両局を含め、全国の FM 放送の本放送開始 

・1971 年(昭和 46 年)総合テレビの全国放送が全面カラー化(教育テレビは 1977 年に

全面カラー化) 

・1986 年(昭和 61 年)2 月 21 日に総合テレビの音声多重放送開始(教育テレビは 1991

年 3 月 21 日音声多重放送開始) 

・2005 年(平成 17 年)12 月 1 日に総合・教育両テレビの地上デジタル放送の本放送開 

 始 

・2011 年(平成 23 年)7 月 24 日に総合・教育両テレビのアナログテレビ放送終了、24

時までには完全停波 

・2023 年(令和 5 年)4 月 1 日に令和改革により部制(放送部・営業推進部等)からセン

ター制に見直され、コンテンツセンター、経営管理企画センターへ再編 

4 取り組みの現況 

   過去の山形県を舞台とした NHK のドラマとしては、1983 年(昭和 58 年)4 月 4 日か

ら 1984 年(昭和 59 年)3 月 31 日まで放送された NHK 連続テレビ小説「おしん」が放送

され最高視聴率 62.9％、平均視聴率 52.6％を記録する朝ドラ最高の傑作とされてい

る。 
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   その後、山形県を主な舞台とするドラマはなく、県内出身者が主人公の大河ドラマ

に至っては、1987 年に放送された、出羽国館山城（現米沢市）で、伊達氏第 16 代当

主・伊達輝宗（てるむね）と、最上義守の娘・義姫（最上義光の妹）の嫡男として生

まれた伊達政宗が主人公の「独眼竜正宗」のみである。 

また、2009 年に放送された「天地人」では、上杉家の減封先として米沢が舞台とな

っているが、未だ庄内地方の出身者が主人公及び庄内地方が舞台の大河ドラマは制作

されていない。県内が舞台の大河ドラマでは、2025 年(令和 7年)までの第 64 作の中、

上記の 2作のみである。 

    

5 考 察 

今回、NHK 山形放送局に伺い我々の大河ドラマ誘致の思いを伝えさせていただき、今

後の誘致活動に対し森徹局長からは以下のお話しを頂いた。 

大河ドラマ決定までのプロセスについて、NHK としてもドラマを放送するからには

できるだけ多くの人に見ていただきたいことから、テレビ離れの時代にどのようなド

ラマが受け入れてもらえるのかを検討している。戦国時代であればその中心人物は信

長であり、秀吉であり、家康であるが、2020 年には「麒麟がくる」であえて明智光秀

の目線から描くトライアルして好評を得た。2026 年は「豊臣兄弟」として、秀吉では

なく弟の秀長で描くというトライアルすることにしている。このようにドラマを作る

部門と編成する部門で数年後はどの時代のどんなドラマがいいのか検討して脚本家と

も相談するなど、いろいろな要素が複雑に絡み合って決まっていくシステムとなって

いる。全国各地で多くの誘致活動が行われており、大河ドラマの実現には地元の方々

の熱意が非常に大きなポイントではあるが、なかなかそれだけでは決まらない事情も

あるとのことであった。 

また、誘致を実現した際の地元に与える効果については、大河ドラマが実現すると

多くの人がゆかりの地を観光で回ったり、ドラマが放送されると数か月間にわたって

大河ドラマ館という臨時の観光施設を運営したり、全国を回りトークイベント等を開

催し、ドラマとともに舞台となった土地のこともＰＲすることから誘致に成功した地

域の知名度が上がり経済的効果はあるようだ。これをどのように地域に根付かせてい

くかが大事だと思われるとのことであった。 

役場に伺うと清河八郎の幟が立っていたり、DVD 動画が流れていたりと、そこまでや

っているところはなかなかない。先日は県議会議長と庄内町長、誘致協議会はじめ関

係団体の皆さんにも来局いただき要望書を頂いた。皆さんの熱意は十分に伝わってい

る。山形放送局としても引き続き皆さんからお知恵をお借りしながら活動したいとの

言葉を頂いた。 

森局長とこれまで庄内地方を題材にしたドラマがないことを話題にしながら、そろ

そろ庄内地方に光を当てた大河ドラマが制作されるべきであり、その主人公は清河八

郎であるとの思いを一層強くした。 

最後に、新たなトライアルの題材になればとの思いから、地元清川出身のシナリオ

ライター柘植
つ げ

徳井
と く い

氏の作で、庄内町のアマチュア劇団（劇団響）が演じた、清河八郎

の妻を主人公とした舞台作品「お蓮」の DVD を森局長に贈呈させていただいた。 
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